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ユ971年 商船(油 濁)法 の成 立
懲

・
難

毒

隅
議

嘆
擁

灘

爆

憾
・餓

羅
縄

鵠

碑
嚇

」糧
.溺
壌

,編
呵、.鶉

酬、ず
雌
..
嘩
.
,琳

.ー
后コ
.で
、

紹

介

一

九

七

一最
近
の
英
国
新
海
事
立
法

②

年
商
船

(油
濁
)
法

の
成
立

一
九
六
九
年
+

肩

、
竪

飯

C
・

(政
府
盟

議

議
機
関
)

の
招
集

の
下
に
ブ
ラ

ッ
セ
ル
で
開
催
さ
れ
た

「
海
洋
汚
濁
塁

.
に
関
す
る

国
際
法
律
会
議
」
は
、

「
油
落

害
に
対
す
る
民
妻

任
に
関
す
る
国
際

条
約

(Hコ
奢

き

琶

9

暑

昌
言

8

Ω
<
ま

回餌巽

二

。
村

2

署

三
言

∪
§

邑

」

(畢

責

任

条

約

と
通

称

さ

れ

る
)

お

よ
び

「
油

濁

事

故

に

お
け
る
公
海
上
で
の
書

に
関
す
る
国
際
条
約

(H量

藝

.
琶

。
8

§

け営

霊

き

㎎

三

コ
く
①
旨
こ
。
コ
。
コ
9
Φ

顕
奪

し・
Φ
帥
旨

露

ω
・
§

勺
・
藝

g

↑。
塩

露
三

Φ
ω
)
」

(
公
法

鋪
灘

叢

欝
継

晒議

い
・
す
な
わ
ち
・

こ
の
巨
大
な
舞

事
故
が
暴
露
し
た
現
行
輩

法
制
の

後
進
性
と
限
界
が
、
被
害
葎

護

に
立

.
た
油
響

任
法
理

の
確
立
と
油

h

～

重

田

晴

生

濁
防
止

の
た
め
の
公
法
的
規
制

の
必
須
な
る
.」
と
を
広
く
世
界

に
認
繋

む

し

め
た

の
で
あ

る

と

こ
ろ
で
・

イ
ず

ス
は
、

ト
リ
キ

ャ

ニ
オ

ソ
号
事
件

の
直

接

の
婆

口

震

撫

醐羅

犠

擢
礪携
纒

一
九
六
九
年

に
・
右

の
国
際
条
約
が
甦

す
る
窒

る
や
、
世
界
髭

掛

け
て
・
国
際
条
麹

則

っ
た
国
内
婆

成
立
さ
せ
た
.
す
な
わ
ち
、
畢

畿

寒

い妾

韓

藻

遷

雛

、,.瓢

鰺

騒

畿

.獣
罷

酔
一鞭

難

あ

る
。
後
者
の
立
法
は
二

九
五
四
年
晟

立
し
た

「油
に
よ
る
漿

汚
濁
の

67 Cs7)



防
止

に
関
す
る
国
際
条
約
」

の
イ
ギ
リ
ス
国
内
法
と
し
て
、

一
九
五
五
年

以
来
効
力

の
あ

っ
た

「
9
一
営

Z
p
<
茜
帥
三
Φ
≦

象
①
『

》
9
」

(
一
九
六

四
年
お
よ
び

一
九
七

一
年
に
各
改
正
法

が
成
立
)
を
再
制
定
し
た
法

で
あ

り
、
そ
れ
は
、
主
に
船
舶

・
パ
イ
プ
ラ
イ
ソ
か
ら
の
海
上
油
流
出

に
対
す

る
刑
事
責
任
や
イ
ギ
リ
ス
登
録
船
舶
に
対
す
る
排
出
油
防
除
装
備
、

お
よ

び
油
濁
事
故
に
際
す
る
政
府

の
緊
急
防
除
措
置
権
な
ど
、
専
ら
公
法
的
側

面

か
ら
の
規
制
法
で
あ
る

(本
法
は

一
九
七

三
年
三
月

一
日
付
を
も

っ
て

(3
)

施
行
さ
れ
た
)。

一
方
、

「
一
九
七

一
年
商
船

(油
濁
)
法
」

(以
下
本

法

と

い

う
)

は
、
船
舶
事
故

に
よ
る
海
上
油
濁
損
害
に
対
す

る
舶
舶
所
有
者
の
民
事
責

任

に
関
す
る
法
で
あ
り
、
そ
れ
は
、

一
八
九
四
年

お
よ
び

一
九
五
八
年

の

(
4
)

イ
ギ
リ
ス
商
船
法
に
お
け
る
伝
統
的
な
船
主
責
任

(制
限
)
原
則
と
は
別

に
、

い
わ
ゆ
る
被
害
者
保
護

の
理
念
に
立
脚
し
た
厳
格
な
船
主
責
任

の
原

則
を
確
立
し
、
併

せ
て
そ

の
経
済
的
な
担
保
と
し
て
強
制
的
な
責
任
保
険

制
度
を
導
入
し
て
い
る
点

で
、
極

め
て
近
代
的
か

つ
画
期
的
な
立
法
で
あ

る
。本
法

は
、
全
二
十

一
力
条

か
ら
成
る
。

い
ま
、
本
法
の
正
文
タ
イ
ト
ル

か
ら

こ
れ
を
示

せ
ば
、
油
濁

に
対
す
る
責
任

(
一
条
)
、
第

一
条

の
責
任
の

抗
弁

(
二
条
)、
油
濁
責
任
の
制
限
(
三
条
)
、
第

一
条

の
責
任
の
制
限

(
四

条
)、

責
任
制
限
訴
訟

(五
条
)、

責
任
制
限
基
金
設
定
後

の
執
行

の
制
限

(
六
条
)
、
船
主
等

の
責
任

の
競
合

(七
条
)、
連
合
王
国
外
に
お
け
る
責
任

制
限
基
金

の
設
定

(八
条
)、
訴

の
消
滅

(九
条
)、
油
濁
責
任
に
対
す
る
強

ー

険
(
一
〇
条
)、
国
務
大
臣
に
よ
る
証
明
書

の
発
行
(十

一
条
)、
保
険

者

に
対
す
る
第

三
者

の
権
利

(十

二
条
)、
連
合
王
国

の
裁
判
所

の
管
轄
権

と
外
国
判
決

の
登
録
(十

三
条
)
、
公
用
船
(
+
四
条
)、
第

一
条

の
適
用
が

な
い
防
止
措
置
費
用

に
対
す

る
責
任
(+
五
条
)、
償
還
請
求
訴
訟
の
留
保

(
十
六
条
)
、

ホ
バ
ー

・
ク
ラ

フ
ト
に
対
す
る
適
用
そ
の
他
(十
七
条
)
、
イ

ギ
リ
ス
属
領
に
対
す
る
拡
張
(
+
八
条
)
、
条
約

・
締
約
国
の
意
味

(+
九

条
)、
そ

の
他

の
語
句

の
解
釈

(
二
〇
条
)、
引
用

・
解
釈

・
施
行
お
よ
び

適

用
拡
張

(
二
十

一
条

(
5
)

)
、

で
あ

り
、
現
崔

す

で
に
そ

の

一
部
規
定

が
施

行
さ
れ
て
い
る
。

本
稿

は
、
最
近
、
積
極
的
に
海
事
法
の
近
代
化
作
業
を
お
し
す
す
め
、

世
界

の
注
目
を
集
め
る
イ
ギ
リ

ス
の
新
立
法

の

一
つ

「商
船
(油
濁
)
法
」

の
内
容
を
概
観
せ
ん
と
す
る
も

の
で
あ
り
、そ
れ
は
、先

に
筆
者
が
紹
介
し

た

「
一
九
七

一
年
海
上
物
品
運
送
法
」

(神
奈
川
法
学
第
八
巻
三
号
)
に

つ
づ
く
べ
き

一
編
で
あ
る
。
た
だ
、
新
法

の
誕
生
後
間
も
な
い
現
時
点

で

は
、

正
式
条
文

の
ほ
か
、

ほ
と
ん
ど
依
る
べ
き
資
料
を
も
た
な
い
か
ら
、

こ
こ
で
の
紹
介
も
、
極
く
簡
単
な
も

の
で
し
か
あ
り
え
な

い
。

以
下
、
本
稿
で
は
、
大
き
く
、
ω
厳
格
責
任
、
②
責
任
主
体
、
㈲
責
任

の
制
限
、
ω
強
制
保
険
、

の
各
側
面
か
ら
、

こ
の
新
立
法

の
内
容

を
概
見

し
て
い
く

こ
と
に
す
る
。

(
1
)

こ
れ
ら

の
条
約
は
い
ず
れ
も
現
在
未
発
効
で
あ
る

(民
事
責
任

条
約

の
発
効
要
件
は

一
〇
〇
万
総
ト
ン
以
上
の
タ
ン
カ
ー
保
有
国
五

力
国
を
含
む
八
力
国
が
受
諾

し
て
か
ら
九
〇
日
目
と
さ
れ
、

ま
た
公

法
条
約

の
発
効
要
件
は

一
五
力
国

の
批
准
が
あ

っ
て
の
ち
九
〇
日
目

と
さ
れ
る
)。
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灘
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癌
擁

構
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鴇

磁

碍
磁
搬
鑓

灘

一鱗

磯
譲

澱

酵
鯨

諌
憲

罵
耀
噂
需

昌畑
竣

咽陶
、
瀞
.雪
.㍗

雌
冨
祠喋
,帰壌

、、、罐

瑠
,
弓演

愚

漕
腰
嘱

,滞.評,
講
,
准
盛
暴
、,胃靖
.
誰

,
、牙

1971年 商船(油 濁)法 の成立

一
九
六
九
年

の
二
条
約

(
条

約
案

を
含
む
)
に
関
す

る
主
要

文
献

と
し

て
は
、

次

の
も

の
が
あ

る
。
谷
川
久

「
『
油
濁
損

害

に
対
す

る
民
事
責

任

に
関
す

る
国
際
条
約
』
に

つ
い
て
」
海
法

会
誌
復
刊

一
五
号

四

二
頁

以

下
、
柴

田
博

「
『
一
九
六
九
年

に
成
立

し

た
油

濁
損

害

の
民
事

責
任

に
関

す
る
国

際
条

約
』

案

に

つ
い
て
」

海
法

会
誌
復

刊

一
五
号

三
頁

以

下
、

小

町
谷
操

三

「
海

事
法

の
急
速

な
国
際
的
統

一
の
傾
向
」

海

事

条
約

の
研
究

(
海
商
法

研
究
第

七
巻
)

三
四

八
頁

以
下
、

色

魔
力

夫

「
海

水
油
濁
民
事

貴
任
条

約

の
成
立

と
問

題
点
」

国

際
問
題

一
二

三
号

一
二
頁
以

下
、

鴻
常

夫
他

「
ジ

ュ
リ

ア
ナ
号
事
件

の
諸
問
題
-

海

洋
油

濁
事

故

と
救
済
ー
」

ジ

ュ
リ

ス
ト
四
九
九
号

四
六
頁
以

下
、

山
下
邦

勝

「
油
濁

損
害

に
対

す

る
賠
償
制

度
」

海
運

五
四

三
号

三
六

頁
以

下
、

谷
川

・
後

掲
成
践
法

学
第

二
号

九
七
頁
以
下

(
特

に

=

一

四
頁

以
下
)
、

東
京
海

上
船
舶

一
部
業
務

課

「
タ

ン
カ
i
事
故

に
よ

る
油

濁

に
関
す

る
責
任

と
補
償
制

度
」

損
害

保
険
研
究

第

三
四
巻
四

号

五
〇
頁
以

下
、

塩

田
澄

夫

「
海

上
汚
濁

を

め
ぐ

つ
て
-

政
府

間
海

事
協

議
機
関
法

律
委
員
会

の
動
き

を
中

心
と
し

て
ー

(
上
)
・
(
下
)
」

海

運
四
九

二
号

三
二
頁

以
下
、

同
四
九

二
号

一
五

二
頁
以
下
。

(
2
)

ト
リ

キ

ャ

ニ
オ

ン
号
座
礁

油
濁
事
件

に
関

し
て

は
、

谷

川

久

「
『
油
濁
事

故

の
際

の
公
海

上

に
お

け
る
介

入
権

に
関
す

る
国

際

条

約
』

に

つ
い
て
ω
」

成
践

法
学
第

二
号

九
七
頁

以
下

(
特

に
九
九
i

一
二
四
頁
)
、

拙
稿

「
船

舶
事
故

に
よ
る
海
洋
油
濁

と
被
害
第

三
者

の
損

害
ω
」

神

奈
川
法
学
第

八
巻
第

一
号

二
九
頁

以
下

(
特

に

三
四

ー

四

一
頁
)

各

参
照
。

〈
3
)

ぎ

く
①
三

帥。
:

{
9

;

。
一ζ

百

(O
O
∋

日
¢
b
「O
㊦
コ
一Φ
口
件
)

O
乙

窪

一
¢
刈
ω

(mW.
一
.
一
り
刈
ω
"
N
O
ω
)

(
4
)

イ
ギ

リ

ス

の
現

行

船

主

責

任

制

限

制

度

に
関

し

て

は
、

拙

稿

「
イ

ギ

リ

ス

に
お

け

る

船

主

責

任

制

限

制

度

ω

・
②

・
㈲

」

法

学

新

報

第

七

七

巻

十

一
・
十

二
号

三

九

頁

以

下

、

同

第

七

八
巻

一
.
二

.

三

号

二

二

五

頁

以

下
、

同

四

・
五

・
六

号

二

二

六
頁

以

下

各

参

照
。

(
5
)

一
九

七

一
年

の

O
o
ヨ
ヨ
o
嵩
o
①
ヨ
o
暮

〇
三

①
H
は
、

一
九

七

一

年

九

月

九

日

を

も

つ
て
、

本

法

の
第

一
条

一
項
、

二
条

、

三
条

、

・九

条
、

十

三
条

一
項
、

十

四

条

一
項
、

十

五
条

、

十

六
条
-

十

八
条

、

二

〇

条
、

二

一
条

の
各

規

定

を

発

効

さ

せ

た
。

]≦
。
ω
・
(○
一一
℃
o
二
午

二
8

)

》
9

(O
o
ヨ
ヨ
Φ
口
o
㊦
ヨ
Φ
茸

)

O
巳

母

お

コ

〔
一
㊤
謡

ω
●
H
.

乞

9

H
ら
bo
ω
〕

厳
格

責

任

本
法
は
、
イ
ギ
リ
ス
連
合
王
国
内

に
お
い
て
発
生
し
た
船
舶
に
よ
る
油

濁
損
害
に
対
す
る
民
事
責
任
法
理
を
確
立
し
、
も

っ
て
油
濁
の
被
害
者
に

対
す
る
確
実
な
補
償
を
実
現
さ
せ
る
こ
と

を
目

的
　と

す

る
。
そ
の
意
味

で
、
油
濁
責
任
に
つ
い
て
定
め
る
本
法
第

一
条

の
規
定

は
、
正
に
こ
の
制

定
法

の
核

心
と
も
い
う
べ
き
規
定

で
あ
る
。

本
法
に
お
い
て
船
舶
所
有
者
は
、
貨
物

の

一
部
と
し
て
で
あ
る
と
否
と

(
1

)

に
か

か
わ

ら
ず

撒
積

の
持

続
性
油

(℃
Φ
同
ω
一ω
仲
Φ
口
什
O
一一
一口

げ
二
一
弁
)

を
運

送
中

の
船
舶

の
事

故

に
よ

る
油

の
流

出

ま
た

は
排

出

の
た

め
に
連

合
王
国

内

(
そ

の
領
海

を
含
む
。

二
〇
条

三
項
)
で
発
生

し
た
汚

染

(o
o
口
β

ヨ
押

(69)6Q
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昌
ゆ
二
〇
コ
)

に
よ
る

一
切

の
損
害

(損
傷
の
ほ
か
滅
失
を
含
む
。

二
〇
条

一
項
)、

お
よ
び
、

連
合
王
国
内

の
か
か
る
油

の
汚
染
を
防
止

・
減
少
す

る
た
め
事
故
発
生
後

に
採
ら
れ
た
相
当
な
措
置

に
よ
る

一
切

の
費
用
な
ら

び

に
損
害

(
い
わ
ゆ
る
二
次
的
損
害
)
1
以
下

で
は
、

こ
れ
ら
を

一
括

し

(
2
)

て
油
濁
損
害
と
い
う
ー

に
つ
い
て
、無
過
失

の
責
任
を
負

う
(
一
条

一
項
)
。

こ
の
場
合

に
、
油

の
流
出

・
排
出

に
よ
る
損
害
が
、

二
ま
た
は
そ
れ
以
上

の
船
舶

に
よ

っ
て
競
合
的
に
惹
起
さ
れ
、

か
つ
各
船
が
合
理
的
に
油
濁
責

任

の
割
合
を
分
割
で
き
な

い
と
き

は
、
各
船
舶

の
所
有
者

は
、
第

一
条

一

項

に
基
づ
く

一
切

の
油
濁
損
害
に
対

し
て
連
帯
責
任
を
負
う
べ
き
も
の
と

さ
れ
る
)
一
条
三
項
)。

し
か
し
、
か
か
る
船
舶
所
有
者

の
重

い
責
任

に
対

し
て
は
、
本
法

は
次

の
よ
う
な
不
可
抗
力
的
原
因

お
よ
び
第

三
者
の
行
為

に
起
因
す
る
損
害
な
ど
極

め
て
限
定
さ
れ
た
免
責
事
由
を
認
め
る
。
す
な

わ
ち
本
法

は
、
英
米
法
特
有

の
責
任
形
体

で
あ
る
い
わ
ゆ
る

厳

格

責

任

(ω
三

。
二

冨
げ
…
q

)
主
義

に
立

つ
も

の
で
あ
り
、
イ
ギ
リ

ス
の
海
事
法

の
分
野

に
新
た
な
形

の
不
法
行
為
責
任
を
導
入
す
る
も

の
と
し
て
意
義
深

い

。本
法
が
船
舶
所
有
者

に
例
外
と
し
て
認
め
る
免
責
事
由

の
第

一
は
、
戦

争

・
敵
対
行
為

・
内
乱

・
反
乱
、

お
よ
び
例
外
的

・
不
可
避
的
か

つ
不
可

抗
力
的
性
質
の
自
然
現
象
か
ら
生
じ
た
損
害
で
あ
る
(
二
条
㈲

号
)。
本
号

の
前
半
に
い
う
戦
争
等

々
の
原
因

は
、

い
わ
ば
伝
統
的

に
認

め
ら
れ
て
き

た
免
責
事
由

で
あ
り
、
そ
れ
は
、
同
条

の
次
号
に
い
う
第
三
者

の
故
意
的

行
為
と
密
接

に
関
連
す
る
。

こ
れ

に
対
し
、
本
号
後
半

の
異
常

に
巨
大
な

自
然
現
免
谷
(昌
p
戸9
『
巴

b
,
o
ロ
O
ヨ
①
コ
O
コ
)

は
、

ゴ
モ
ソ

・
ロ
ー

(
普
通

`

`

,霧

ー

ユ

㌦

,

ー

譜
こ岨
罪

「

ザ

法
)

上

の
代
表

的

な
除
外

例

で
あ

る
天
災

(>
6
け
O
h
O
O
鮎
)

に
幾

分
近

似

し

た
も

の
で
あ

っ
て
、

そ
れ

は
、

ま

っ
た
く

入

の
行
為

か
ら
切
断

さ
れ

た
概

念

で
あ

る
。
本

法

に

い
う

「
自

然
現
象
」

は
、
異
常

な
種
類

(⑦
蓉

曾

箕

一8

巴

昌
舞

ロ
器

)

の
も

の
で
あ

る

こ
と
、

お
よ
び
不
可

避
的

な

種

類

(一昌
コ
Φ
<
一一
m
げ
一Φ
旨
ゆ
叶
⊆
円
Φ
)
、

す

な
わ
ち

い
か

に
し

て
も

防
止

で
き

な

い

よ
う

な
性

質

の
も

の
で
あ

る

こ
と

を
要
す

る
。

し
た
が

っ
て
、

そ

の
点

で

は
、
相

当
な
最
善

の
行

使
が

あ

っ
た

こ
と

の
証
明
も

し
く

は
自

己
が
相
当

な
予
防
措

置

を
講

じ
他

に
も
過

失

な
き

こ
と

の
証
明

に
よ

っ
て
免

責
と
さ

(
3
)

れ

る

コ
モ
ソ

・
ロ
ー

の

「天
災
」

の
概
念
と
は
異
な
る
。

次

に
、
免
責
事
由
の
第

二
は
、
専
ら
損
害
発
生
の
意
図
を
も

っ
て
な
さ

れ
た
第
三
者

(船
舶
所
有
者

の
使
用
人
ま
た
は
代
理
入
は
含
ま
な
い
)

の

作
為

.
不
作
為

か
ら
生
じ
た
損
害

で
あ
る
(
二
条
㈲
号
)
。
第
三
者

の
故
意

的
行
為

に
よ
る
こ
と
を
要
し
、
し
た
が

っ
て
、
損
害
発
生
が
、
海
難
救
助

者
、
独
立
契
約
者
、
不
法
侵
入
者

(貫
①
。。℃
器
ωg
)、

ま
た
は
船
舶
所
有

者

の
承
諾
の
下
に
船
舶
上
に
在

る
人

(た
と
え
ば
船
客
ま
た
は
乗
組
員

の

妻
と
い
っ
棄

薯

)
錐

の
過
失
行
為
に
起
因
す
る
と
い
う
だ
け
の
み

の
事
由

で
は
不
充
分

で
あ
る
。
免
責
事
由

の
第
三
は
、
専
ら
灯
台
そ
の
他

の
航
路
標
識

の
管
理
に
責
任

の
あ
る
政
府
そ

の
他
関
係
当
局

の
過
失
な
い

し
は
不
法

の
行
為

か
ら
生
じ
た
損
害

で
あ

る

(
二
条
㈲
号
)。
そ
し
て
、

船
舶
所
有
者
が
右

の
各
抗
弁
事
由
を
援
用
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
油

の
流

排
出
が
右
を
原
因
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
立
証
責
任
を
負

い
、

リ

へ

特

に
、

第

二

.
第

三
の
免
責

事
由

の
場

合

に

は
、

そ
れ

が

、
専

ら

(
芝

㌘

〇
一ξ
)

第

三
者

の
故

意
的
行
為

ま

た

ぽ
杭
行
纏

持
施
設
管

理
者

の
過

失

に

ー

ー

腎ー

』
ー

再

ー

転蘇

ー

ー

季
～

C70)70
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羅

鰯

慢

、畷

冠
書

。
・・㌦
`
-、跡瀞

理
、
.ハ

吟的残
"

・ギ
、
ご

,
.
職

・
㌃唱
撫

,
擁
占
"・
.、
,
性
臨

、
顕

聾

キ、、
訊
弓
灯
畳
晶

,、ま

、

σ、

,

,、

、

.盤

.
,

起
因

し
た
と
い
う
困
難

立
証
霧

を
履
践

し
な
げ
れ
ぽ

な
ら
な
い
.

右

の
ほ
か
・
本
法
は
、
船
舶
所
薯

等
が
第

三
者

(
た
と
、濠

船
讐

借
人
や
衝
突
の
相
手
過
失
船
主
)

に
対
す
る
求
償
権

の
行
使
を
妨
げ
ら
れ

な
い
こ
と
(+
六
条
)、

お
よ
び
、
本
法
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
が
、

そ
の
債
権
発
生
後
二
年
以
内
に
連
皇

国
の
裁
判
所
に
対
し
て
訴
の
提
起

が
な
さ
れ
な

い
場
合
、
ま
た
は
油

の
流
排
出
に
よ
る
事
故
発
生
後

(事
故

が

一
連
の
出
来
事

か
ら
な
る
場
盒

そ
の
最
初
の
出
来
事

の
発
生
後
)
六

年
以
内

に
訴

の
提
起
が
な
さ
れ
な

い
場
盒

消
滅
す
る

(九
条
)
と

い
っ

た
規

定
を

お
く
。

の
定
義

は
な

い
が
、

一
九

六
九
年

1971年 商船(油 濁)法 の成 立

(
1
)

本

法
中

に
は

「
持
続
性

油
」

国

際

条

約

第

一
条

五

項

は
、

原

油
、

重

油

、

ヘ
ビ

ー

.
デ

ィ
壱

ル

油

・

潤

滑

油
、

鯨

油

な

ど

を

挙

げ

る
。

ま

た

本

法

は
、

.」
こ

で

の
油

を

「
貨
物

の

一
部

ま
た
は
そ

の
他

船

舶

に
よ

っ
壷

送

さ
れ
る

一
切

の
持
続
性

油
」

(§

蔑

ω
誓

三

。
腎

帥
巳

。
含

三

ゴ
Φ
ω
ξ

〔
書

①
蕾

;

℃
鋒

。
h
9

Φ

§

αq
。

。
困

。
9

。
塁

・,
Φ
〕

...)

と
明
定
す

る

か
ら
、

本

法

は
、

海

上

の
ほ

と
ん
ど

す

ぺ
て
の
船

嬰

そ

の
適

用

の
範

囲

に
収

め

る

こ

と

に

な

る
。

(
2
)

イ
ギ
要

の
裁
判
所
は
、
船
舶
所
薯

が
第

一
条

蚕

に
℃
り

汚
濁
責
任
す
な
わ
ち
油

の
流
排
崇

馨

王
国
内

に
お
い
て
汚
響

惹
起
し
た
場
合
に
の
み
管
譲

を
有
す
る
。
故

に
、
専
ら
外
国
ま
た

は
連
皇

蟹

外
の
条
約
締
約
国
に
お
い
て
発
生
し
た
油
濁
堤

、
に

関
し
て
外
国
人
が
イ
ず

ス
の
裁
判
所

に
対
し
て
訴
訟
慧

す
る
道

は
開

か

れ

て

い

な

い

(
一
三
条

二
項

)
。

(
3
)

客

.
h

。
巳

の
概
念

と
し
て

は
、

一
般

に
人

の
行

為

と
は

独
立

の
も

の
で
あ
る

こ
と
、

お

よ
び

人

が
合
理
的

に
期
待

さ
れ
る
誘

ら
ゆ
る
手
段

を
講

じ
て
も
回
避

・
防

止
で
き
な

い
も

の
で
あ

る

.芝

が

要

件

と

さ

れ

る
。

喜

㊦
ω

い

匿

琴

ピ
・
=

づ

ω
ヨ
喜

く
.

z
韓

三

(
一
〇。
♂

)

5

頃
』

.
幽
悼
ω
・
駐

-

。
9
『
<
。
『
・
。
ゆ
困
H
一四
-q
①

げ
嘱

蟹

巽

蓉

ω
ξ

嘗

α-
薯

ω
<
。
;

も
』

.
拙
稿

.

前
掲
法
学
新
報
筆

+
七
巻
+

丁

+
二
号
四
六
募

照
。

(
4
)

§

8
ぎ

蛸
・
警

↓
・
Ω
く
崔

き

な

。
h
ω
三
℃
。
妻
づ
。
『
の

{
。
H
。
量

。蒙

。
こ

』

ピ
ー

盲

舞

目
望

§

ら

』

.

二

責

任

主

体

州

本
法

は
・
油
饗

竃

対
し
て
葎

上
の
責
任
を
負
う
。へ
き
主
体
と
し

て
船
舶

の
所
薯

(。
毛
器

『
。
h
誓
①
ω三
"
)
塞

げ

る
(
一
釜

項
)。

船
舶
所
薯

と
は
、
登
録
船

に
あ

っ
て
は
、
船
舶

の
所
薯

と
し
豊

録

さ
れ
た
者
す
な
わ
ち
登
録
船
主

(愚

ω幕

言

、き

村)
を
い
い
三

。

釜

項
)・
斐

録
船

の
場
盒

は
、当
該
船
舶
を
誓

す
る
者
と
蟹

れ

る
・

た
だ
し
・
国
家
が
所
有
し
か

つ
船
舶
運
航
者
と
し
て
登
録
さ
れ
薯

に
よ

っ
壷

航
さ
れ
る
船
舶
の
場
合

に
は
、
そ
の
運
航
者

(o
℃
㊦
冨

8
「)

が

・
こ
こ
で
い
う
所
薯

と
喬

さ
れ
塞

一・
条

一
項
)
.
.」
こ
で
の
船
舶

と
は
・
撒
積
で
持
続
性
油
蓮

送
す
る
船
堕

磐

こ
と
で
あ
り
、

ホ
ー

ミ

ー

ク

ラ

フ

ト

船

も

包

含

さ

れ

る

が

(
毛

条
。

ぎ

く
①
H
。
H
餌
坤

》
。
仲

笛

ω
↓
三

(
プ
)
)
・
公
用

船

(
ぬ
・
く
・
毒

8

;

ゴ
量

、
す

な
わ

ち
軍

71 (71)



艦

そ
の
ほ
か
政
府
が
当
分

の
間
非
商
業
的
目
的
で
使
用
す
る
船
舶

は
、
本

法

の
適
用
範
囲
外
に
お
か
れ
る

(十
四
条

一
項
)
。

こ
の
よ
う
に
、
本
法
は
第

一
条

の
責
任
を
船
舶
所
有
者

に
集
中
さ

せ
る

立
場
を
採

っ
て
い
る
か
ら
、そ
れ
以
外

の
、船
舶
所
有
者

の
使
用
人
ま
た
は

代
理
人
、

お
よ
び
船
舶
所
有
者

の
同
意

の
下
に
海
難
救
助
に
携

わ
る
者
な

ど

は
、す
べ
て
本
法
第

一
条

に
定
め
ら
れ

る
責
任
か
ら
免
が
れ
る
(
三
条
㈲

号
)
。
た
だ
し
、
原
告

の
訴

の
提
起
が
本
法
以
外

の
国
内
法

(た
と
え
ば
不

講

為

た
る
ネ
グ
臥

ソ
エ
ン
ス
)

塞

つ
く
場
合
に
は
.、
の
か
ぎ
り
で
は

な
く
、

こ
の
場
合

に
は
、
右

の
よ
う
な
船
舶
所
有
者
以
外

の
者

に
対
す
る

損
害
賠
償

の
請
求
を
妨
げ
な
い

(た
だ
し
こ
の
よ
う
な
場
合
に
も
、
船
舶

所
有
者
は
第

一
条

一
項
以
外

の
責
任
を
負
わ
な

い
)
。

な
お
、
本
法
第

一
五
条

は
、
特

に
、
油
濁
損
害
を
防
止
す
る
た
め
の
相

当
な
措
置

に
よ
る
費
用

に
つ
い
て
定

め
、
本
法
第

一
条

の
油
濁
損
害

(責

任
)

に
該
当
し
な
い
油
濁
防
止
費
用

に
つ
い
て
は
、
本
法
第

一
条
以
外

で

(た
と
、託
ぱ

コ
モ
ン

・
ロ
ー
上
)
油
濁

に
帰
責
事
由

の
あ
る
者
に
対

し
て

(
2
)

賠
償
責
任
を
負
わ
せ
て
い
る
。

(
1
)

イ
ギ

リ

ス
に

お

け

る

海

洋

油

濁

求

償

の
指

導

的

判

例

で

あ

る

ω
o
ロ
9

娼
o
『

O
o
H
や
o
H
讐

一〇
昌

く
・
閏
ω
ω
o

勺
①
茸

o
器

ロ
日

ピ
什
山

〔
一
㊤

α
ω
〕

N

ピ
一〇
団
創
、ω

幻
Φ
や

凸

県

口

り
α
①
〕

》
.
O
.
悼
一
Q◎
・
で

は
、

ネ

グ

リ

ジ

エ

ン

ス
を

請

求

原

因

と
す

る

訴

が

提

起

さ

れ

て

争

わ

れ

た

。

本

判

例

の
詳

細

に

つ

い

て

は
、

拙

稿

・
前

掲

神

奈

川

法

学

八
巻

一
号

四

ニ
ー

六

一
頁

参

照
。

溝
蹴
響
繍
灘
購
蝕
議

蓑
雛
縞
麟
繍
講
麟
響

難
礁
、繍
職
灘
懇

謹

鰐
碑
璽

況
騰
戴
'
偲
肉
騰
噸
紳耀

環
灘
購
爵
趨

(
2
)

こ

の
場

合
に
、

油

濁
防

止
者

の
防

止
措
置

の
目
的
は
問

題

で
は

な

い
。

し
た

が

っ
て
、

そ

れ

が
何
ら

か
の
義

務

と
し
て
行
な

わ
れ
た

と

ま

っ
た
く
私

的

な
利
益

の
た

め
に
行

な
わ

れ
た
措
置

で
あ

る
と
を

問
わ

な

い

(
一
五
条
ω
)
。

な

お
、

本
条

で
い
う
責
任

は
、

支
弁

さ

れ

た
費

用
に

か
ぎ

ら
れ

る

の
で
あ

っ
て
、

油
濁

に
よ

っ
て
う

け
た

一

切

の
損
害

で
な

い

こ
と

は

い
う

ま
で
も
な

い
。

三

責
任

の
制

限

C7z)72

責
任
制
限
額

本
法

は
油
濁
損
害
に
対
す
る
船
舶
所
有
者

の
責
任
に

つ
き
厳
格
責
任
主
義
を
採

る
が
、
そ

の
反
面
、
本
法
は
海
事
法
特
有

の
責

任
制
限
制
度
を
採
り
入
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
船
舶
所
有
者

は
、
船
舶

に
よ
る
油

の
流
出
ま
た
は
排
出
が
彼
自
身

の
故
意
ま
た
は
過
失

(帥
6
ε

出

h鋤
二
犀

。
『
も
同
一く
一蔓
)
に
よ
ら
ざ
る
こ
と
を
証
明

で
き
れ
ば
、
船
舶

の
ト

ソ
数

の

一
ト
ソ
当
り
二
、
○
○
○
金

フ
ラ
ソ
ま
た
は
二
億

一
千
金

フ
ラ
ソ

の
金
額

の
い
ず
れ
か
低

い
金
額

に
そ
の
責
任
を
制
限

で
き
る

の

で

あ

る

(四
条

一
項
)
。

こ
の
点

は
、

ト

ソ
当

り
の
責
任
基
準
額
が
倍
増
さ
れ

て

い
る
点
と
責
任
額

の
上
限
が
法
定
さ
れ
た
ほ
か
は
、

一
八
九
四
年
商
船
法

第
五
〇
三
条

一
項

の
責
任
制
限
方
式
と
同
様
で
あ
る
。
な
お
、
本
法
が
責

任
基
準
金
額
を
金

フ
ラ
ソ

(ポ

ァ
ン
ヵ
レ
金

フ
ラ
ン
)
の
貨
幣
単
位
に
よ

る
金
額

で
表
示
し
た
.」
と
に
伴

な
い
、
そ

の
英
膀
貨
換
算
率
を
特
定
す
る

権
限
が
通
産
大
臣

(ω
①錠

飴
同
団

。
h
の
§

:

;

山
。
§

鼻

g

ω
.

叶
.
唄
)

に
付
与

さ
れ

て

い
る

(
四
条

四
項
)
.

.、
れ

は
、

一
九
五

八
年
商
船

 法
笙

条
二
"態

欝

配

九
七
軍

塗

物
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蕪
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な
ど
と
同
旨

の
規
定
で
あ
る
。

ま
た
、
本
法
は
責
任
制
限
額
決
定

の
基
礎
と
な
る
船
舶
ト
ソ
数
の
計
算

に
関
し
て
詳
細
に
規
定
す
る
。

こ
れ

に
よ
れ
ぽ
、
責
任
制
限

の
た
め
の
船

舶
ト
ソ
数
は
、
イ
ギ
リ

ス
の
船
舶

の
場
合

は
そ

の
登
録
ト
ソ
数

で
あ
り
(
四

条
二
項
㈲
号
)、
外
国
船
に
つ
い
て
は
、そ
れ
が
イ
ギ
リ

ス
で
登
録
さ
れ
た

場
合
に
お
け
る
ト
ソ
数
を
も

っ
て
基
準
と
す
る

(
四
条

二
項
㈲

号
)
と
さ

れ
る
。
ま
た
、
船
舶
ト
ソ
数
が
確
認

で
き
な
い
場
合
に
は
、
船
舶
主
任
検

査
官

(〇
三
①{
ω
三
℃
ω
貫

く
亀

Φ
円)

に
よ

っ
て
証
明
さ
れ
た
ト
ソ
数
が
そ

の
基
準
と
な
る
(
四
条

二
項
㈲

号
)。

責
任
制
限
手
続

船
舶
所
有
者
の
責
任
制
限
手
続

に
関
し
て
は
、
す

で
に
イ
ギ
リ

ス
の
商
船
法

(
一
八
九
四
法

・
一
九
五
八
年
)

に
詳
細
な
規

定
が
袈

・
本
法

は
・
こ
の
点
わ
ず

か
に
第
五
条

お
よ
び
箕

条

で
、
責

任
制
限
基
金

の
形
成
と
分
配
お
よ
び
基
金
形
成
後

の
執
行
の
制
限

に
つ
い

て
定

め
る
ほ
か
、
関
連
規
定
と
し
て
、
第
七
条

・
第

八
条
を
お
く
の
み
で

あ
る
)。

以
下

に
は
、

こ
れ
ら

の
規
定
を
通
し
て
責
任
制
限

の
た
め

の
訴

訟
手
続
を
略
説
す
る
。

ま
ず
、
本
法
第

一
条

一
項

の
責
任
が
確
定
さ
れ
た
場
合
に
、
船
舶

の
所

有
者
は
、
裁
判
所

(イ
ン
グ
ラ
ン
ド

・
ウ

エ
ー
ル
ズ

に
お
い
て
は
高
等
法

院
、
北

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
控
訴
裁
判
所
ま
た
は
高
等
法
院
を
い

う
。

二
〇
条

一
項
)

に
対

し
て
責
任
制
限
の
た
め
の
申
立
を
行
な
う

(
五

条

一
項
)。

こ
れ
に
対
し
て
、

裁
判
所
が
船
舶
所
有
者

の
責
任
制
限
権
を

認
め
れ
ぽ
、
責
任
制
限
額
が
決
定
さ
れ
、
裁
判
所
に
対
す
る
そ

の
金
額

の

払
込
が
命
ぜ
ら
れ
る
(五
条
二
項
)。

こ
の
場
合
に
、
裁
判
所
は
、
責
任
制

限
続
定
が
な
け
れ
ば
原
告

に
査
定
さ
れ
た
で
あ

ろ
う
墾

.額

の
決
定
、壷

よ
び
裁
判
所

に
対

し
払
込
む
べ
き
金
額
ま
た
は
損
害
額
が
責
任
制
限
金
額

を
下
廻
る
場
合
に
は
各
原
告

に
認
め
ら
れ
る
比
例
的
な
損
害
額

の
総
額
に

つ
い
て
の
決
定
を
行
な
う

こ
と
を
要
す
る
。

責
任
制
限

の
訴
が
提
起
さ
れ
る
以
前
に
、
す
で
に
船
舶
所
有
者
そ
の
他

の
者

(船
舶
所
有
者

の
使
用
人

・
代
理
人

の
ほ
か
第
十
二
条

に
い
う
保
険

者
な
い
し
は
保
証
提
供
者
を
含
む
)

に
よ

っ
て
何
ら
か
の
賠
償
の
支
払
が

あ

っ
た
場
合

は
、当
該
支
払
者

は
、責
任
制
限
手
続
に
お
け
る
基
金

の
分
配

に
あ
た

っ
て
債
権
を
有
す
る

(
五
条
四
項
)。

同
様

に
、

本
法
第

一
条

一

項

に
い
う
油
濁
責
任
を
負
担
す
る
に
至

っ
た
者
が
、
損
害

の
防
除

の
た
め

任
意
に
・相
当
な

(器
器
0
8

三
Φ
)
犠
牲
を
払

い
ま
た
は
そ
の
他

の

相

当

な
措
置

(た
と
え
ば
油
洗
浄
剤
や
薬
品
の
購
入
な
ど
)
を
講
じ
た
場
倉

は
・
そ
の
者
は
、
当
該

の
犠
牲
ま
た
は
措
置

の
た
め
負
担
す
る
に
至

っ
た

費
用
の
相
当
額

に
つ
き
、
責
任
制
限
手
続
中

の
基
金
分
配
に
あ
た
り
債
権

を
有
す
る
(
五
条
五
項
)。
ま
た
、
裁
判
所
は
、
後
日
外
国

の
裁
判
所

に
提

起
せ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
訴
を
斜
酌
し
て
、
基
金
の

一
部

の
分
配
を
延

期
す
る
裁
量
奪

有
す
る
(
五
条
六
項
)。

こ
れ
は
、

一
九
五
八
年
商
船
法

第

七
条

一
項

と
同
趣

旨

の
規
定

で
あ

る
。

次

に
、
責
任
制
限

金
額
が

裁
判
所

に
対

し
て
払

込
ま
れ

た
場

合

に
は
、

油

濁
損
害

の
請

求
権

と

の
関
連

で
差
押

え
ら
れ

た
船
舶

そ

の
他

の
財

産

の

解

除
が
命
ぜ

ら
れ

、
そ
れ
以

後

は
、
わ
ず

か

に
費
用

(
6
0
ω
什
ω
}
O
V【℃
Φ
】P
oo
㊦
ω
)

に
関
す

る
も

の
を
除

き
、
油

濁
損
害

に
関

す

る

い
か
な

る
判
決

も
強
制

せ

ら
れ
る
こ
と
が
な
い
(
六
条

一
項
)。
ま
た
、
船
舶
所
有
者
が
笙

奎

項

73(73)



●

の
責
任
を
負
担
し
、
ま
た
船
舶
所
有
者
以
外
の
者
が
本
法
以
外
の
国
内
法

(
た

と
え
ば

不
法
行
為

た
る
ネ
ず

ジ

.
ン
ス
)

に
基

づ

い
て
責

任

を
負

担
す
る
に
至

っ
た
場
合
に
、
後
者

は
、
船
舶
所
有
者
が
裁
判
所
に
対
し
て

責
任
制
限
金
額
の
払
込
譲

し
、
か
つ
当
該

の
舘

所
薯

以
外
の
者
が

商
船
法
上

の
責
任
制
限
権
者
で
あ
る
な
ら
ぽ
、
も
は
や
彼
に
対
す
る
損
害

賠
償
諸
求

の
訴

の
提
起

は
な
し
え
ず
、
ま
た
す
で
に
船
舶
所
有
者

の
基
金

設
定
以
前
に
訴
が
提
起
さ
れ
て
い
る
場
倉

は
中
止
さ
幾

(七
条
)
・

(
1
)

英

貨
換
算

率

に
関

す

る
通
産

省
令

は

現
在

ま
で

の
と

こ
ろ
発

令

さ

れ

て
い
な

い
。

因

み

に
、

本

法

の
貴

任
基
準

金

額

(
二
、

○
○

○

フ
ラ

ン
、

二
億

一
千

フ
ラ

ン
)

を
、
護

①
「
o
ゴ
p
三

ω
ず
首
嘗
コ
σq

(
=

ー

ヨ
一β

ユ
o
昌

o
{

ピ
冨
σ
一σ
神
く
)
(ω
言
「
】ぎ

ゆq

国
ρ
巳

く
巴
窪

叶)

○
丹
創
o
村

(一
㊤
刈
N
)

(
一
Φ
認

の
・
り

Z
9

刈
らQ
心
)

の
換
算

率

に
照
し

て
概

算
す

る

と
、

そ

れ
ぞ
れ
、

翫
・
α
9
N
QQ

と

挑
・
9

Q。
O
♪
ω
δ

の
金

額

に
な

る
。

(
2
)

イ
ギ

リ

ス
商

船
法

に

お
け
る
責

任
制

限
訴

訟

に
関

し

て
は
、

谷

川
久

「
イ
ギ

リ

ス
に
お

け
る
船

主
責

任
制
限

基
金

の
形
成

と
分
配

の

手

続
」

政
治
経

済
論

叢

一
七
巻

三

・
四
合
併

号

一
八
四
頁
以

下
、

拙

稿

.
前
掲
法

学
新

報
第

七
十

八
巻

四

・
五

・
六
号

二
三
四
頁
以

下
。

(
3
)

商

船
法

上

の
責
任
制

限
権
者

は
、

数

次

の
改

正
法

に
よ

っ
て
そ

の
概
念

が
拡

張
さ

れ

て
い
る
。

特

に
、

一
九
五

八
年

法

で

は

傭

船

者
、

船

舶
利
害

関
係

人
、

船

舶
占

有
者
特

に
船
舶
管

理
人

。
船

舶
運

航

者

(
同
法

第

三
条

一
項
)

な
ど

と

と
も

に
、

海

上
被

用
者

た
る
船

稿

.
前
掲
法

学
新

報
第

七
八
巻

一
・
二
・
三
号

二
三

一
頁
以

下
参
照
。

(
4
)

た
と
え

ば
、

船

長

に
対

し

て
提
起

さ
れ
た
ネ
グ

リ
ジ

エ
ン
ス
の

訴

は
、

本

法
第

一
条

一
項
上

の
責
任

を
負
う
船

舶
所
有
者

に

よ
る
責

任
制

限
基
金

の
形

成

に
よ

っ
て
中
止
さ
れ

る
。

四

強

制

保

険

油
濁

に
よ
る
損
害
額
が

一
般

に
巨
額
に
上
る
こ
と
は
、

ト
リ
キ

ャ
ニ
オ

ソ
号
事
件

の
例
を
引
く
ま
で
も
な

い
。

こ
こ
に
お
い
て
、
加
害
者
た
る
油

濁
責
任
者

の
担
保
力

の
問
題
は
、
そ

の
責
任
原
則

の
問
題
と
と
も
に
も

っ

と
も
重
要

と
な
る
。
こ
の
点
本
法

は
、強
制
的
な
責
任
保
険
制
度

の
導
入
を

明
文
化
し
、
厳
格
な
民
事
責
任

に
服
す
べ
き
船
舶
所
有
者

の
危
険
を
広
く

社
会
的

に
分
散
す
る
と
と
も

に
、
油
濁
被
害
者
に
対
し
て
は
保
険
に
よ
る

迅
速

.
確
実
な
救
済
を
実
現
さ
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
法
第

一
〇
条

は
、
二
、○
○
○
ト
ソ
以
上

の
持
続
性
油
を
撒
積
運
送
し
、
連
合
王
国
内

の

港

に
離
着

す
る
総
て
の
船
舶

の
所
有
者
に
対
し
、
本
法
第

一
条

一
項
上
の

油
濁
責
任
義

け

る
保
険
契
約
の
締
結

(ま
た
は
支
払
保
証
の
保
持
)
を

義
務
づ
け
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
義
務
に
違
反
の
あ
る
場
合
は
も

と
よ
り
、保
険
証
券
が
無
効
な
場
合

ま
た
は
船
舶
が
所
轄
官

庁

(通
産
大

(
2
)

臣
)
発
行

の
証
明
証

(o
騨
再山凱
o
母
Φ
)
を
備
付
け
な
い
場
合

に
は
、
総
て

船
舶

は
、
そ
の
国
籍
を
問
わ
ず
、
連
合
王
国
内

の
港
も
し
く
は
そ
の
領
海

内

に
あ
る
タ
ー
ミ
ナ
ル

へ
の
離
着
を
禁
じ
ら
れ
、
ま
た
、
強
制
保
険
制
度

に
反
す
る
状
態

に
あ
る
イ
ギ
リ

ス
登
録
船
は
、
世
界

の
い
か
な
る
港

に
対

(74}74
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右

の
本
条

二
項
に
違
反
し
て
港

・
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
離
着
し
た
場
合
、
そ
の

船
長
ま
た
は
船
舶
所
有
者
は
、一
略
式
判
決

に
よ
り
三
、
五
〇
〇
ポ
ソ
ド
以

下

の
罰
金
、
ま
た
は
正
式
起
訴
に
よ
り
無
制
限
の
罰
金
を
課
せ
ら
れ
る
(
一

(
3

)

○
条
六
項
)。

ま
た
、
船
長

は
税
関
吏
そ

の
他

の
官
吏

の
要
請
が
あ

る
場

合
に
は
証
明
書
を
提
示
す
る
こ
と
を
要

し
(
一
〇
条
五
項
)、

こ
れ
を
拒
否

し
た
場
合
ま
た
は
船
舶
が
証
明
書
を
備
付
け
な
い
場
合

に
は
、
略
式
判
決

に
よ
り
四
〇
〇
ポ

ソ
ド
以
下

の
罰
金
を
課
せ
ら
れ
る
(
一
〇
条
七
項
)。
ま

た
、
無
保
険
船
舶
が

イ
ギ
リ

ス
の
港
を
出
航
す
る
場
合
に
は
抑
留
処
分
を

う
け
る
と
さ
れ
る
(
一
〇
条
八
項
)。

次

に
、
本
法

は
原
告
た
る
油
濁
被
害
者

の
保
護
と
訴
訟

の
単
純
化
を
図

る
た
め
、
保
険
者

(保
証
の
提
供
者
を
含
む
)
に
対
す
る
原
告

の
直
接
的
保

険
請
求
を
認
め
る
(十

二
条

一
項
)。

こ
の
場
合
に
、
保
険
者

は
船
舶
所
有

者
と
同

一
の
方
法

お
よ
び
範
囲

(権
利

・
抗
弁
な
ど
)
で
責
任
の
制
限
を

す
る
こ
と
が
許
さ
れ
、保
険
者

の
こ
う
し
た
権
利

は
、事
故
が
船
舶
所
有
者

の
故
意

・
過
失

に
起
因
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
何

ら
影
響
さ
れ
な
い

(+
二

条
三
項
)
。
し
た
が

っ
て
、
油
濁
損
害

の
発
生
が
船
舶
所
有
者

の
故
意

.
過

失

に
起
因
す
る
場
合
で
し
か
も
そ
の
損
害
額
が
責
任
制
限
額
を
超
過
す

る

場
合

に
は
、
原
告
は
、
保
険
者

に
対
し
て
責
任
制
限
額

の
範
囲
内
で
保
険

填
補
を
請
求
し
う
る
と
と
も

に
、
そ

の
超
過
部
分
に
つ
い
て
は
船
舶
所
有

者

に
対
し
て
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
点
は
本
法
に

(
4

)

直
接

の
明
文
は
な
い
が
、
解
釈
上
問
題
が
な
い
。
ま
た
保
険
者
は
、
本
法

第

二
条

に
.挙
げ
ら
れ
た
船
舶
所
有
者

の
法
定
免
責
事
由
を
援
用
し
う
る
ほ

か
、
油

の
流
排
出
が
船
舶
所

有
者
自
身

の

芝
嵩

二
『

慧

ω§

息
夏
。
島

に

よ

る
場
合

(
た
と
え
ば
船

舶

か
ら
故

意

に
油

が
海

上
投

棄
さ
れ

る
場
合
)

に
も
、
保
険

者

は

こ
れ

を
証
明

し

て
填
補
責

任
を
免

れ

る
こ
と
が

で
き

る

(
十

二
条

二
項
)
。

(
1
)

こ
こ
に
い
う
保

険
契
約

(
ま

た
は
支
払
保

証
)

は
、

一
九

六
九

年

の
民
事

責
任
条
約
第

七
条

の
要
件

を
満

足

さ
せ
る
も

の
で
な
け

れ

ば

な
ら
な

い
(
一
〇
条

二
項
)。

(
2
)

イ
ギ
リ

ス
登

録
船

に
対

す

る
証
明
書

の
発
行

は
国

務
大
臣

(
通

産
)

が
行
な

う
(
一
〇
条

三
項
㈲

号
)
。

こ
の
場
合

に
、
通
産
大

臣

は
、

証
明
書

の
発
行

に

つ
い
て
裁
量
権

を
有

さ
ず
、

一
定

の
保
険
契

約

の

確
認

に
よ

っ
て
そ

の
発
行
を

な
す

こ
と
を
要
す

る
(
十

一
条

一
項
)
。

た
だ
、

保

険
契
約
者

(
被
保

険
者
)

の
潜
在
的
責

任

(
娼
9
Φ
コ
寓
巴

一冨
げ
一一溶
唄
)
に
対

す

る
保

険
者

の
担
保
能

力

に
疑

義

の
あ

る
と
き

は
、

例
外
的

に
そ

の
発
行

を
拒

否
す

る

こ
と
が

で
き

る
(
十

一
条

二
項
)
。

な
お
、

イ
ギ
リ

ス
登

録
船

に
対

し

て
証
明
書
を

発
行
す

る

場

合

に

は
、
通
産
大

臣

か
ら
船
舶

・
海

員
登

録
長
官

(
閃
①
瞳
簿
卑

-O
o
コ
窪

P。
一

〇
h
Qっ
ゴ
首
嘗
コ
αq

p。
コ
匹

の
①
p
ヨ
o
富
)

に
対

し
て
そ

の
写

し
が
送
付

さ

れ

る
(
十

一
条

五
項
)
。

(
3
)

税
関
吏

以
外

の
官

吏

と
は
、

た

と
え

ば
通
産
省

の
官
史
、

イ
ギ

リ

ス
領
事

官
、

お

よ
び

外
国

の
港

で
は
な
く
連
合

王
国

以

外

の

港

(
た

と
え
ば
イ
ギ

リ

ス
植
民
地

の
港
)

に
お
け

る
港
湾
管

理
者

た
る

地
位

に
あ
る
官
吏
、

な
ど

を
指
す
。

(
4

)
.

乙

簿

。
ぎ

守

H
。。
什
㊥
5

。
℃
.
9

叶
二

℃
・
ω
ρ

C75)75

4

き


